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観音寺市教育委員会



上母神8号古墳全景



母神（羽上）山全景（航空写真一昭和30年代）



1．本書は、観音寺市教育委員会が埋蔵文化財調査事業として実施した発掘調査の概要報告書である。

2．本事業は、観音寺市木之郷町字上羽上469－内第2－甲外に所在する上母神8号酋墳において平成

8（1996）年2月5日から平成8年（1996）9月27日まで実施された。

3．発掘調査及び本書の執筆・編集、出土遺物の整理・実測は、観音寺市教育委員会事務局　生涯学習

課　文化振興係　主任主事　久保田昇三が担当した。

4．挿図の一部に国土地理院地形地図　観音寺（1／50，000）を使用した。図面の方位はすべて、磁針

方位で示した。また、実測図の縮尺はすべてスケールで表示した。

5．出土遺物は観音寺市郷土資料館で保管している。図面・写真等は観音寺市教育委員会事務局で保管

している。

6．本事業の実施にあたっては、三豊地区広域市町村圏振興事務組合の方々をはじめ、発掘調査に携

わった坂田昇氏、西山秋久氏、松本光男氏のご協力を頂いた。記して謝意を表する。

7．本書の執筆にあたっては、渡部明夫氏、片桐孝浩氏、笹川龍一氏、山本英之氏、川畑聴氏、蔵本晋

司氏、阿河鋭二氏、片桐節子氏、堀田一夫氏、竹内良簡氏の助言・協力を得たので記して謝意を表す
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、「潰　調査に至る謹一輝と経過

，洲　、“人．∴＿一ノ　Lj博，＿．．ノ・一・、j．、、）＿ハI小㍉川1　‥・′・、－J‥　　し，・′・肯・へ　　守：呈∴つ　言　才．られたらし

、大正摘組毀損隼に翻藩された香川解義登郡史には車塚　瓢箪　ひ凄ご　塚　紺逆の写東が掲載さ

れているか、既工上丹神障．湖の存在する1呈：斗言問墾jrは吊に・‘、ふ・て1．上根工窺えら

平成　年ま月に三豊地区広域市町村圏振興事務粗食よ　三豊総合運動患薗拡張事業摘録広場）に伴

う埋蔵文化財の所在について照会を受け同年5月に事業対象地区内の試掘謂意を窯施した。結果、これ

滝で未確認であった横穴式石室の…部が確認され鴇今桓淘遺跡の性格命年代等の詳細な資料を得るため

発掘調査を実施するに至った。

2．立地と環境

上母碑8号壇がある母神栂羽土　はがみ　融とも呼ばれ淘藩封殿観音寺薄肉にあ　同市の粟井町、

池之尻町、木之郷町にまたがる 、∴甘一　斗ノ＼亘　∴．．．∴ノ上i　　・．・tlノ・言くて亘一’また、

同山は三豊平野　観貰寺務⑳三豊郡　のほぼ中央部に位置し三豊平野全域と瀬炉内海を…望できる場所

であ、山の南北には稚田C　にた　紺と財田紺が西方に磯狛瀬戸内海に流れ込み響お　鞠周辺地域は

水利的にも恵まれた場所でもある。現

程度であったようである。

言繹聾によ扱融磯部が敷㊨親等狛魔が言記錘等鰭憾高約92m

まだ、母神出は・‖年王代1－ノ㍉高定圧（・皇宮沃㌧　Jつ昌一′、＿ナ　二・、、、∵－．‖晶∵古墳群が形

成された場所で手、長屋）′I車中宮守再と呼J∵′′ミニ√　∴：∴、二′＋‥・l・バ・r　吉・・∴こいたと

推定される。代表的なものに戦前芳後閏墳踪濁藩を衛する瓢箪塚苗場踊¢前半　鴇金銅製単鳳環頑太

り柚頭、・悪罠再世上　眉根一∴．読．沌拙．．帰工ノ　　　定一二Fj、1．　　　　一軒一　一．：1一んす）塚古

墳【r〕月表半】、圭トで日石　∴ら∴∴㍉㍉ま言二「　∴㍉∴．へさ′l‥・l　∴　翻㌧：言璃【（ic中

葉】などがある。

なお、母神山にぼ古墳時代のほかに弥生時代の壷棺等の遺物が魁漉し竃お　淘異体的な遺構の確認は

されていないが、古墳群造営以前に弥饗期の何らかの遺跡が存在し若齢たた恩われる。

母神山古墳群のある地域周辺は、律令体制…の讃岐国噌郡纏伊郷の郷域に比定されている。郷内に

は延喜式内社の粟井神社　菜井野鴇於摘えの　神社　粟井喝　の　社があ　淘郡内にはその他のも

のをあわせると詳再上（黒．緑申十∴日日神年、∴声恒∴　了施主言J－．：一声十・二．真二、郡名、郷名

に深い関わりが想定される刈田氏∈※∋に関連する伝承がある乳若屋敷¢粟井喝）があることや母神山

の並に二十′′ノーー’、邦家つ　という圭路が桟さ月∵∴tるこ・・ヰー・l∵二ゝ吊夫深、をだ、上月摘出こ接する刈‖

郡作出郷には南海漬しノ佃日賦1亘・ノJ二二・い右上、棚一子∴．・・．∴！：：．　黒臣、＿中仙昨日年二言巨石を使川し

だ大野り古朝雄羊「椀貸塚、幸塚、隼塚、古津家‘上上古－ノ’、工一．工一沌言霊言HIi日吉填郡と大野原

古墳群の中間あたりに紀伊廃寺（安井廃寺。晋関大寺∋があり白鳳期の瓦の出土例がある。

※刈自民については本三代蜜縁より抜粋）

盛観　隼綿揖）5月　讃岐珂刈田郡太直話従六校患劾耕首安雄。散位従七位上郷潤首民雄。阿波博士

従八位上刈田番号雄等三太。改本居隷左京職。

盛観9年（8郡）は月　左京Å従五位宰相直話苅田首安雄賜姓紀朝臣。安雄自言。武内宿祢之番地。

仁和　隼纏捕）5月　前周防守従五位上紀朝臣安雄率。安雄者左京入。助教徒五位下種槻之予也。…

安雄父本姓苅田首。讃岐官太。妻子安雄。賜姓紀朝臣。為京兆太。安雄幼以撃

見積。性寛綽柔嘱訓物。始補得業生。天憲二隼為太撃直講。盛観初。劾海図王

遣使朝帝。以安雄為存間兼領客使。義隼授外従五位下。丸棒授後五位下。韓助

教。此時有　勅。澤有識公卿太東撰格式。安雄預之。辛…隼逮為勘解由次官兼

下野介。辛競隼加従五位上。辛派隼遷為主計頑。明年出為武蔵守。政貴簡恵。

吏民宏之の秩瀦距鵜蹄嘉。元慶六年除鋳鑓長官兼周防守。…
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1．室本遺跡

2．丸Ll」古墳

3．なっめの木貝塚

4．興呂寺＿1号古墳

5．鹿隈錐子塚古墳

6．村黒遺跡

7．樋ノL＿＿1Pl遺跡

8．古川遺跡（銅鐸出十地）

9．石ノ経遺跡

10．一ノ谷遺跡群（平塚地区）

11．一ノ谷遺跡群（香門地区）

12．一一ノ谷遺跡群（竹道北地区）

13．一ノ谷遺跡群（竹道南地区）

14．…一ノ谷遺跡群（山の前北地区）

15．一ノ谷遺跡群（山の前南地区）

16．石田遺跡

17．向井・西の同遺跡

18．青塚古墳

19．辻西遺跡（銅矛山土地）

20．長妙古遺跡

2上　久染遺跡

22．堆子塚古墳（母神山古墳群）

23．久米東塚古墳（母神山古墳群）

24．椎田駅跡

25．梓田八丁遺跡

26．中天土塚古墳

29．乳若屋敷（伝承地〕

30．藤の谷遺跡（銅剣山土地）

31∴平岡1号古墳

32．岩鍋遺跡

33．椀貸塚l▼阜貪

34．角塚古墳

35．平塚古墳

：う6．赤岡山古墟楷

37．線塚古墳楷

38．大塚古墳

39．妙音寺

40．延命古墳

27．紀伊廃寺（吉岡大寺・安井廃寺）41．上母神8号古墳

28．上野古墳
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3．調査概要

上母禅8号古墳のある場所は、温．の経緯と経過でも記したが、既に大正時代には開墾され農地とし

て耕作されている状況が確認できる。当時の写真には、ここにかってマウンドを持った古墳が存在して

いたとは患えない状況が擬されており、相当高い段階で破壊されていたことが想定できる。

その後、試掘調査の段階までは、竹が一面に繁茂していた状況もあり、桟穴式石室が確認されるまで

通路の存在は想定し難い状況であった。

試掘調査で確認された横穴式石室を中心に、墳丘規模、石室の状況等の確認のためN、W、S、S、
●

E、E、NEの各トレンチを設定した。以下にその状況を記する。

Nトレンチ　・表土より約15～2振mで版策士層を確認。

・墳裾および捕舶こついては、開墾による破壊を受け確認できなかった。

Wトレンチ　・石室の羨道部を確認。片側の右横は基底石と側壁の二着を残すのみであった。

・裏道は確認できなかった。

Sトレンチ　・Nトレンチと同様に版築土層を確認。

・壇裾および周溝については、開墾による破壊を受けているがある程度推定できる状況が

確認された。

SEトレンチ・周溝の一部を確認。

Wトレンチ　・周溝の　部を眈乱

NEトレンチ・試掘時に確認されたもののほかに、少し小型ではあるが、もう一つの石室（横穴式石

室）を確認。

その後、二つめの石室が確認されたこともあり、義士層をすべて取り除き、その他の埋葬施設の存在

の有無を確認するとともに、周溝の検出作業を行った。結果、二つめのほかには埋葬施設の存在は確認

されず、本遺跡は一つの墳丘に二事の横穴式石室を有する

いては、SEトレンチからNEトレンチ間で良好な状態で

である ことが確定した。また、周溝につ

出できた。

次に、石室の状況であるが、試掘調査で確認された石室を第ま石室とし、NEトレンチで確認された

石室を第2石室とし、以下にその概要を記する。

第1石室・N－660曙W方向に開目する横穴式石室で全長約5mあり、玄室最約3強酢、玄室應壁幅約

1．6m、羨道長的上5m、羨道幅約0．6mの規模である。但し、羨道については、築造当初に

は羨道長が現在残っている状態から約上5m長い規模であったと推定される状況が確認さ

れた。

・玄室の床面は、二重構造になっており、上層面（第2床面～埋葬床面）はおもに径5～10

cm前後の川原石を敷き詰め言下層面（第1床面）は大きいものでは長径30～40C斑程度の比

較的大きめのものを使用し全面に敷き詰める構造をとっている。なお、第1床面の右半分

（玄室奥壁を背にして）は比較的扁平な石材が敷かれていることや、耳環、去類もその部

分から出土していることから、第1床面を形成する段階から何らかの意図があったのでは

ないかと推測される。

・黒嵩l－：にふ、宜与㍊∴悠川、、・⊥‖・；■：t、h班症等・、黒岩、鉄器　′甘鉱′、1、吾‾，：′・工

算盤玉、管玉等が出土しているが、出土位置については相当な破壊と盗掘を受けているた

めあまり参考とはならないが、玄室入日の左抽部付近に多く確認された。

第　着室　鎗N聯渕8棚E方向に開mする横穴式石室で全長的。mあ、玄室最約や　m、玄室奥壁幅約

上　Ⅲ、羨道最約．m、羨道幅約．mの規模であるの但し、羨道最については現存最であ

ー4－



る。

鎗玄室の床面は、第1石室と同様に二重構造に謡っている。

また、第　石室が輿壁側が高　羨道側が低い傾斜をもった床面であるに対して、第2石室

はほぼ水平なものとなっている。

なお、石室全体の石材についても第　石室に比べ小ぶ　なものを使用している。

・出土品には、紡錘車、鉄錬、ガラス小義等が出土しているが、須恵器は出土していない。

また、第1石室と第2石室間の土層を確認したが、両石室の構築順序（前後関係）を示す状況は確認

されず、同時に構築された可能性が高いと推測される。また、石室構築のため地山を掘り込む振り方の

ようなものは確認されず、別な構築方法（簡略化？）で石室および墳丘が築造きれたと考えられる。

その他　・今回の調査区内の上母神8号壇の北東側には、機構状の藩状遺構と原型をとどめていない

が古墳の石室を破壊しその石材を集めたと患われる川原石が集積されている状況が確認で

きた。出土遣物とし竃は、7世紀後半のものと恩われる須恵器が清拭遺構と川原石が集積

されている場所よ射璃土している。

最後に、参考資料として上母神　等古墳と母神山古墳群内の主な古墳との比較を下表に記した。

〈参考〉母神山古墳群内墳丘規模等比較表

上珊 8号 i 墜 攣 十 璽 料 十 重 料 幸 料 高 下 彿 社4

墳　　 形 円墳　　　　　　　 円墳 礪　　 礪 つ　 紺壇 i 礪

墳丘直径 19　　　　　 21　　 21　　 38　　　 20　 ！ 16
l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

墓域直径 27　　　 「 銅 40　 i
i

埋葬施設 第1横穴式i第2横穴式　 横穴式 横穴式 i 横穴式　 櫨瑞 つ 横穴式

袖 形 態 l

一　両袖式　 中 轍 式　 「 攣 式

繍 式 日 彿 中 添畢 日 商袖式

開口方位 W N W 恒 堅 つ　 ■ ［S S W i　 ＄　　　　 S W　　　 N E

石室全長～ ・5　 日 ・8 i 9 ！6　　　　　　 9．8　　　　　 5．8　　　　　 5．35

玄 室 最1 3年 十 墾5 「 李 冒3　　 506　　 3・6 i 3・8

玄室奥幅 描＋ 「 上す J 脳 攣　 十や ‖ ∵ 隼 斗 丞
玄 室 高

1

i 一 つ 3．2

羨 道 長 ‘！ 3　 102 i 4・2 3　　　　　 1．2　　　　　 2．2　　　　　 1．8

羨 道 瞥 0・6 i O・「 「 車　 「 攣 i は つ　 摘 0．75

玄 門 幅

墓　　 遺

・中 ・中　 0・年 「 墜 1 1瀾 i ■
－

「 r i 害者 i 有 i 有

排 水 溝 ＿＿」 ニ 」　 有　　 有 i 有

特記事項 i墳丘2石室 i　 i　　 複室構造
－

中　 朝 ！ 6 C 未～7 C 前妻　 高 C後可 6 C 後半 棋 C 半　 6 C 末 6 C 中葉

調査年度 響墾彗∴ ∵つ 平離 竿 巨織 甥 日 脚摘 隼 恒 抑 麟 昭和48年

※棚数値の単位はmである。

ー5－



瓦
礫
完二言

怒

隼
頸

●

邸国
庫鍵
蹄温
00も
念高
密ユ
可ふ

6



0

吏
」

環
牽

国　′雷

嘲　蒜雲

悪書惑
三　三≡

。．÷1＝

】－－＼

寸く－：：：：：、ニ憲

芋：二：享≡
可※※

7



上母神8号古墳第1石室・第2石室平面実測図（床面は第2床面）
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上母神8号古墳第1石室 体実測図（床面は第1床面）
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土層図（2）
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（第2石室）
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4．まとめ

上母神8号古墳の概要並びに特徴を以下にまとめてみる。

上　一つの墳丘に二つの横穴式石室を有する古墳である。

2．二つの石室の配置は、他府県の多くの類例が並列という配翠形態をとっているのに対して、異方向

（1250）に石室を配置している。ちなみに、第1石室は西、第2石室は北東方向に開口している。

3．二つの石室の規模は、第1石室が第2石室よりひとまわり大きく、使用石材についても第2石室の

ものと比べれば大きめのものを使用しており、両者には明瞭な格差がある。

4．二つの石室は、両袖式の横穴式石室とみられる。第1石室は、片方が失われているが、もう一方は
●1

明確に袖部を形成している。但し、母神山古墳群でよく見られる玄門立柱は存在しない。第2石室

は、無袖に近い形態をとっており、両者には石室構造の点からも明確に異なった構造をとってい

る。

5．二つの石室の床面の構造はともに二重構造をとっており、両者とも最初に人頭大程度の石を敷き詰

め（第1床面）、その上に玉砂利を敷き詰める（第2床面）構造である。特に、第1石室第1床面

の右半分については平らな石が敷かれていることや第2床面のこの部分からは耳環やガラス玉が多

く検出されていることなどから、あらかじめ第1床面を形成する段階で埋葬位置が意識されていた

ことが考えられる。第2石室についてはそのような構造はとっていない。また、第1石室の床面が

かなり傾斜を持っているのに対して、第2石室はほぼ水平な構造であり、ここにも両者の違いがみ

られる。

6．二つの石室間の土層の状況及び周溝の平面プランと石室の配置状況等の関係から、二つの石室は古

墳築造当初より設計プランに組み込まれ同時に築造されたと推定される。

7．周溝の検出状況、トレンチ調査等からの推定すると、墳丘直径約19m、周溝最大幅約5mで周溝を

含めた墓域は直径約27mの円墳であり、その中心点は第1石室と第2石室の中間あたりになる。規

模の面から言えば、母神山古墳群中、瓢箪（ひさご）塚、鍍子（かんす）塚に次ぐ第3位の規模で

ある。

8．最後に、築造時期であるが、両石室が相当な破壊と盗掘をうけており、特に、第2石室については

須恵器の出土が皆無の状態であったが、第1石室内の遺物により判断すると6C末～7C前葉（T

K43～TK209相当期）のものと推定される。また、追葬の有無については判断しがたい状況であっ

た。

以上、上母神8号境の特徴を述べてきたが、一墳丘にこっの石室を有し、二つの石室が並列せず異方

向に配置される形態を持っ事例は全国的にも極めて特異まれなケースであり、その意味で貴重な資料が

得られたのではないだろうか。ただ、破壊、盗掘等によりその残存状況か悪く、特に、第2石室からの

須恵器の出土が皆無であったことは誠に残念なことである。よって、同時に構築されたであろう二つの

石室が同時に使用されたのか、ある一定の時間があけられて使用されたものであるかば不明であり、ま

た、追葬についても第1・第2石室とも追葬があったものか、片方の石室のみであったのか、あるいは

追葬は無かったのか判断しきれない。それにもまして、二つの石室の被葬者の関係も夫婦であるのか、

親子であるのか、兄弟であるのか、主従であるのか、親戚であるのかも想像の域を出ないのである。た

だ、規模からみて母神山古墳群内では前述の様に第3位の規模を誇り、立地上からも唯一の前方後円墳

の瓢箪塚に近接して築造されていることからも恐らく瓢箪塚から綾子塚に続く当地域の首長の系統ある

いはそれに近い人物等が被葬者であろうことは想像に難くないが、それに加え、古墳の構造・形態が他

のものに比べ異彩を放っており、その点から言えばある特殊な地位あるいは役割を担っていた人物像を

想定できないだろうか。いずれにしても、今後については他の類例の検討は言うまでもないが、新たな

る発見の機会などを待ち慎重に検討していく必要がある。
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5．研究ノート

上母神8号壇に見られるような一つの墳丘に複数の横穴式石室が設けられている古墳についてその類

例を別表に示した。別表のものがすべてではなく今後とも類似例の増加が予測されるが、意外にその類

例が多く、また、その分布に片寄りがあることが判明し、形態的にも様々なものがあり、現時点ではそ

れぞれが持っ意味の解明には非常に複雑で難解な問題であると恩われる。以下に、別表作成中に気づい

た点や今後の問題点を整理してみる。

分布状況については別表によると、畿内では大和17、河内6、和泉1、摂津2、山城1の計27基、南

海道では紀伊5、阿波1、讃岐6、伊予25の計37基、山陽道では安芸2、周防1の計3基、山陰道では

丹波1、伯畜6、出雲1の計8基、西海道では筑前3、筑後1、肥前2の計6基、東海道では伊賀1、

武蔵1、下総1の計3基、東山道では近江4、美濃2、信濃1、上野2、下野1の計10基、北陸道では

若狭1、越前2、能登1の計4基であり、大和を中心とする畿内と紀伊、讃岐、伊予にかけての瀬戸内

海沿岸の南海道の地域にその多くが分布していることがわかる。なかでも伊予の松山平野周辺地域につ

いては、その形態的な差異はあるものの、特にその事例が多く見られることは興味深い。このことを下

表に整理した。

前 方後 門 （方 ）壇 円　　 墳 方 （長 方 ）壊 その他 （不明含 む） 計

大　 和 2 7 7 1 1 7

河　 内 2 3 1 6

和　 泉 1 1

摂　 津 1 1 2 ・

山　 城 1 1

紀　 伊 3 1 1 5

阿　 波 1 1

讃　 岐 3 1 2 6

伊　 予 ’3 1 3 3 6 2　5

安　 芸 1 1 2

周　 防 1 1

丹　 波 1 ま

伯　 善 6 6

出　 雲 1 1

牌　　　　∴ゝJLふ卦L　 I刊 1 1 1 3

筑　 後 1 1

肥　 前 1 1 2

伊　 賀 1 1

武　 蔵 1 1

下　 総 1 1

近　 江 3 1 4

美　 濃 1 1 2

信　 濃 1 1

上　 野 1 1 2

下　 野 1 1

若　 狭 1 1

越　 前 2 ● 2

能　 登 1 1

計 3 3 3 0 1 7 1 8 9 8

※墳形の不明なものや判別が困難なものについてはその他に含めた。
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年代的な側面については、横穴式石室を採用していることもあり、築造年代が判明していないものを

除き、おおむね6世紀初頭から7世紀中葉の間に築造されたものが大半をしめる。時期的な観点からみ

ると前方後円墳や円墳や方墳など墳形による違いでその時代的特徴は認められない。

また、石室配置形態であるが、円墳、方墳等ではその大半が同一方向に開口する並列かほぼ並列の石

室配置となっている。これが全体的な傾向であるといえるが、これ以外のものも少数であるが存在す

る。上母神8号壇や中正西古墳のように2基の石室の開口方向甲角度が直角よりも若干鈍角にひらく

（本書では累方向としているが）ものやお姫山古墳のように直角よりも小さい角度（鋭角）にその石室

が配置されているものもある。また、直角に配置されている事例も不確かであるがいくらかあるようで

ある。このような石室の配置形態でも並列、ほぼ並列、果方向（鈍角、鋭角、直角）など様々であり、

その配置形態についても何らかの意味があり、そのような諸形態が存在すると恩われるが、現時点では
e

想像の域を出ない。しかし、このような多岐にわたる石室の配置形態は、このような一墳丘に複数の横

穴式石室壇を考察するうえでは一つの重要な視点になりうると考えられる。一方、前方後門（方）境に

ついては、2基あるものについては後門部1基、前方部1基の同一方向（主軸に直交・斜行が多い　に

開口するケースが多くみられる。また、3基あるものについては前述のものに加えてクビレ部や造出部

に配置されるケースがみられる。特異な例としては、薬産地古墳の様に石室を巣方向に4養配置するも

のや薄井原古墳の様に後方部に2基主軸に直交しまったく逆方向に配置するものや天塚古墳の様に後門

部に前述のお姫山古墳の様な配置形態をもつものなどがある。いずれにしても、石室配置形態について

は被葬者等の意識的なものが感じられ、今後とも注目していくべきであろうと考えられる。

次に、石室の規模についてであるが、明らかに複数の石室間で格差があるものとほぼ同規模のもので

あまり格差が認められないものとがある。上母神8号、中正西苗場などが前者の典型例であり、舞省苗

場群、兵家夫婦塚などが後者の典型例である。おのずから、前者と後者ではそのもつ意味合いは違うで

あろうと恩われるので、これもまたひとっの重要な第2の視点になると恩われる。石室規模の大小で被

葬者の生前の地位が反映されているとするならば、当然規模の格差のあるものと同規模のものではもっ

意味合いが違うことが考えられ、前段で述べた石室配置形態とあわせて分類し考察すべき点であると恩

われる。その他として、石室規模並びに配置の特異なケースとして寺日干塚路等壇がある。中央に主と

なる横穴式石室がありその周回に小型の石室を不規則に4基配置する形態であり、この地区に限定され

る形態であるが興味深い。

第3の視点として、石室構造がある。同一墳丘内に同一構造のものがある場合と異なった構造の石室

が周属する場合がある。後者の例として、両袖式と片柚式がセットの場合、銅由式と無袖のセット、両

袖と無袖のセットなどがある。同一墳丘内に石室を構築し埋葬するのであるから、互いに近い関係の人

たちが埋葬されてしかるべきであり、当然、その石室構造もよく似た形式を採用するものと考えたいの

であるが、それに反して構造を違えて石室を構築しているのである。構造の違いの意味するもの鴇それ

は果たして工人集団の違いだけであるものか、被葬者の生前の地位や担っていた役割などの適齢による

ものであるのか等、このことについても問題が多い。

第4の視点として、石室構築時期と石室使用（埋葬）時期（遺葬を含む）の関係の問題があるの例え

ば、当初一墳一石室でありた所にもう一つの墳丘と石室を重ねるよ　に構築している場合に古墳重複

型）や同じく当初一墳一石室であったところに石室のみを追加している場合（石室追加型）、最初から

計画的に複数の石室を一つの墳丘に構築する場合（同時構築型）などの事例がある。特に、同時構築の

場合、その多くは複数の石室を同時に使用したとは考えにくく、最初の被葬者が埋葬される時点では最

初に埋葬される以外の石室は、その石室に埋葬されるまで空の期間があるということになる。つまり、

古墳を設計する段階からあらかじめ埋葬される入物を想定していたことが推測きれるのである。つまる

ところ、同時構築の場合は、これまで述べてきた、石室配置、石室規模、石室構造は生前から埋葬され

る入物の意志が働いていると恩われる。この状況は、本来横穴式石室がもっ特徴である追葬を同じ石室

で行うことの性格が変容して、同じ石室に追葬するのではなく、添上弓象廷内で事前に迫葬のための別の
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石室をあらかじめ準備しておき、迫葬予定者が亡くなればその石室に迫葬する（いわば追葬用石室）よ

うに変化したのでほないだろうか。これがいわゆる桟穴式石室の個人墓化（単大葬化）で議論があると

ころであるが鴇　これに加えて鴇複数の石室に遺葬を行男ている事例が費産地古墳などで確認されており

問題をますます複雑にしている。以下に、不十分であるが現在筆者が考える複数の石室構築とその使用

方法に関するモデルケース（議案）についてまためてみた。

同　　 時　 構　 築　　　　　　　　　　　　 追　 加　 構　 築
i

A 漂二：　 凛 用　 H O孟？録　 遺葬無

○…●－…◆軸彬　　　　 間時胤喝＋ ＋ 1＋ ＋ i O 」針…璃巨

B 。十 寸二王聖二」二」聖竺空」 脚
C 濃 ヱ 寸 禁㌢片側）J 閻…上 欄舶側）

D 3二㌦ ＿＿…」塞 丁 標 津 丁藻卒倒）
！

：麓 」竃軍・芸竺三つ芸葦．を芸芸芸芸睾蔓竿芸義榊の
G 3二：二◆紬つ 慧慧㌢側‖

以上、上記にモデルケ…スを嘉したが、当然、これ以外のケースも考えられなくはない。また、上記

のものは一墳丘にこっの石室がある場合に限定しているので、これが3義、4義になればその様相はま

すます複雑なものとなるであろう。

最後に、全国の大多数の後期以降の古墳が一つの墳丘に…つの石室が約束事のようにしてつくられて

いることに反して、一つの墳丘に複数の横穴式石室が構築されている古墳巨墳丘複数横穴式石室墳）

について、①石室配置、②石室規模、③石室構造、④石室構築時期と石室使用（埋葬）時期の関係と4

項目の視点を述べてきたが、今後この複雑な問題の考察を行うには最初に述べた分布、年代の要素も加

味したところで行うべきであると恩われる。加えて、蝦夷穴古墳のように特定の氏族のものと考えられ

ているものや皇室関係のものではないかと考えられているものもあ、そのよ　な観点からも検討を加

えていくべきではないだろうか。
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別表　 一墳丘複数横 穴式石 室古墳一 覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1998．02・03作成

網 名　 称 所　 在 填・形 親　 授 石室配置 石室名 石室全長 建姦 玄鴻 l 肺患 特　 徴 時　　 期 備　　 考

1 シントク1号・2繍 奈良机辺抑制 畑 歪鏑円 径17璃10 2基鋤 iÅ 1号 9．32 3．74 1．4 3接片袖

「五弦 纏欄

7C前半　　　　 TK209

7C前半　　　　 TK209B 2号 6 3．28

2 如欄2繍 奈良県北馬榔軽町繍 門 径8．5 2基 A 酎 3．85 ！

！

1．22 1

1 0．4 1

6C末～7C掴　 TK209

B 鵠2 1．05

3 如欄3号墳 奈良県北葛郷粧 町繍 円 径8．5 2基 A 酎 3．55 日日朝

日症痢

6C植　　　 TK4 3

ち笥2 1．65

4 寺甘干射0珊 奈良県北葛郷新緋 繍 円 酎0 5基 Å紆 5．87 1 1．87

！樹

i o．42 1

6C植～7C廟

B 第2 1．7

C 第3 1．9 1

D 第4 1．75

E 粧 上14

5 如千射 1欄 奈繍北郷凱錘 繍 軒‾ 酎 上5

i

5基 A 勘 4．03 1 1．06 竪穴を含む

i o．叫

i o．7 1
i

6C溝　　　　 田15 追縮

B 第2 1．85

C 第3 2．24

D 第4 1．4 1 自信廟

！0．51 iE 郎 0．8

6 如千射5欄 如拙拗騨 緋 繍 円 酎3 2巷 A 酎 5．45 1 1．時

】0．時

6C満　　　 汀r15

召苓2 1．5

7 酢蛸墳 奈良県北郷縮細 畑 方 20 x20 2基拗 l 6C鮮～夫 摘柚有

8 繍二舶墳 奈繍爛榔 鯛 繍 前方舶 全長60 3基 A 舶部 16．4 1 6．73 1 2．吋 構

い 吊つ 賊

！主項 輌

6C嗣　　　　 T K4 3？

TK4 3？

TK430rTK 217

船式湖南B 前方誰 9 3．9

C 拙部 7．82 4．48

9 真紅鵜繍 喪服北葛舶当鹿町細 再 12～14 2嘉潮 Å西 2．5 彊 報 「 つ 7C鮮

B 車 2．1

10 拙躯の一古墳 喪服願縛原 繍 門 佳10 Z基抽 A 西 4．1 巨 獣 つ 7C前轍醸

B

11 王室虹号墳 奈良県生楯三郎 繍 長碓 2 1．5x 17．5 2舶列 A 南 4．2 控 溌 「 つ 7C前槻降

極 北 4．2

12 三凱三号墳 奈良蛇抽三酢 繍 産経 21．5x 17．5 2親夢j lA 北 4．2 ㌣ ㌣ つ 7C前槻降

B

13 舞締墳酎号 奈良県舶市 繍 方 14 x9 3基抑

（根）

A i i 7C摘 接新郎

B

C

参考船古舶2号 奈良県射棒 痛 棒 10．6 x9　　 日基　 i 4．1 i l．75 i　　 l 7C嘩 舶石鯛

14 船古舶3号 奈良県願市 轡 方

i

14．餌 ．47 3親和　 A 頼 4．48 2．5針 0．吋 舶 捕　　 縄

2．日 0．89 舶式潮

2．8 1 上1 恥式禰輯

7C摘 棲腰石鯛

Cは梱値

iB 西

極 東　 つ

4．65

4．7

15 鮨繍糾号　 奈繍願市　　 繍 方　　 蕗海 商 「寸 強 敵 つ正 醸つ i　　　　　　 湖 7C中葉 舶石舶

Cは梱車

極 酉 ！

極 東　 つ

4．35 紅組 日録顧載 凝願

4．3 ．糾 ．据 酌茄搬

ユ6 船繍詳5号

▼i

細 骨 守 掴　 澤 樟 i＋ i 癖 痍　 i操縮離
i i
i J i

17 珠削3号墳 奈良県磯郷太三給野畑 前璃円　皇祖7．5　　 2巷胡 lA 舶部l 9．76 4．66 2．叫輌 7C？　　　　 TK209？齢式家形溝有
極前棚 ！8．7 4．42i 2．1 ！欄 TK209？

参考ワラ腑墳 餌辟榔　　 畑腑÷　17x12　　 2墨抑　 A l号 1 5．6 3．吋　　 悸廉恥式 6C噂
or即　　　　　　　　　 も2号 l 3．1 2．641　 1 畔僻

18平射右肺
63雄13瑚

碗 紺 野 つ 紆 ∵ ㌣ 牒 斗 事 「寺絹針「十」竺＿＿」
19 山鴨射舶古酎 大姉南舶振子舶舶接方形 l59x55　 12射 I　 l l l　　 1　 17C廟　　　　　 l

20 ．損塚 碩鵬舶振袖 舶偏灘　 け5x55　 i2第 i　 l l ！　　 1　 1’6ぐ韓阜～末　　　　 l

21 一報7号墳 繍輌輌猷珊 当 つ 2皐　　 A l号 浮 出 等！ i i
B 2号 ！

22 山畑30号墳
（D6号）

大師東欄市 舶 方　　 机OxlO　　 2阜　 IA 東 i 「 ＋ 十　 つ
「 ：つ＋ i

「 ‥ … つ

iB 麿 i

23 堂山5号・6号 大姉大姉馴 舶 円　　 酎0　　　 2巷胡 iA 5号 i 4．6 1 2 1 0．7 禰
1 1．7 1 0．8 i輌

「 雷 ㌫ 輌 ∴ ド竺
恒 号 1 3．9

24 向代1号葦 大阪純綿舶 鵬 前招潤 「誠35　　　 2巷　　 A 舶糾　 6．8 3．3 1 2．3　両舶？ l 「 湖 豊 粧 …塞
B 前柵 i 3．5 2．1 上0

25 二子舶箪
（舶摘墳）

大腑池踊舶望 栂 前柵　 全長舵5　　 2巷　 iA 斬新 ！ 討 上54　 i i 巌朗没　主献餌
主軸洩交B 前柵 1 6．72

26 吉相五帥誹 兵庫県酷輯用 椚 円　　 酎2　　　 2射刊　 A I1号 i 5．3 ！上2　輌 7C紅雛断種　 TK217

五細 腿 畑 ．9 日 。2　艶鞍　　　　　　 Å酌潮

27 真鶴墳 京蹄京郎太秦 摘 前方離日は紺0．5　　 2基　　 A 舶畑 10．5 1 2．1 I鯛　　　　　　 6C前頼 即
Bクビ咄　 4．74 3．01 上叫 欄 附15

28 寺酎8繍 細山県棚踊 耕 前方後門　全長28．6 2巷 A 舶打　 0．91 1．6 1 主軸摘発
r森村勧告　　　　　　　　　　　　 恥 捌‖　 2瀾 上96 i TKlO 前宴有　 主紋粧

29 前蛸53号墳　　 庸山県棚踊　 耕 前方離日は糾2．5 2基 A 舶書目　 3．32 2．231 欄有　 主縮こ頼

（舶舶箪）　　 廟、岩桟 lB 前棚 I 2．4 1．9 i 石那　 甥 匪＿＿
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30 紬B67号填

欄的 ）．

相 山県楯 山市 紛 前方舶 全長30．5 2篭、

＋竪穴式石室

A 師部 2．4 ．カ‾、急．05纏袖

幅砲

威し。′
欄

B 前用 2．0 0．9

3 1 拙BK車4繍 細 腰繍 痛 紀伊門 酎 7 2基

‡欄調

A l号 2．5 2 l軸

纏裾8 2号 2．4 2

32 上ミ山繍 ㌣ 猥 紛 円0豆 i糾 0 ‰ A 2．3 2．1 極爛

i
6C前半 繍5線3区に雛

B

33 三射号描 礪 親那 ；十∴†十 曹 A 酎 5．25 2．3 2．0 1 TK43 授ノ解型

匝 第2

34 北山八粘墳 善用大棚 讃岐円 酎5 2基ほぼ並声A l号 6．2 3．4 1．7 i

i

6 C鮮

A研 く律

追善看

追斬B 2号 2．5 1．3

35 鯛1号・2繍 番欄仲多度郡洞野要軽 円 ！ 2基抑 A 酎 9 7 2

摘恵B 祝

36 吐血 誹 狛県三郷摘町 讃岐 鋤影 2縄刊 7C

37 吉田窮 や5号 酎＝県藷紬細 讃岐 欄 欄 Z基経ぼ拗 A 4号 2．3 冊 or輌

輌

6 C末

7C碩B 研 捏3．8 2．6 上1

38は綱8号誹 酋順観音補

木之桝

讃岐摘 在27

冊納 ）

2鵜餉 lA 酎 6．5 3．4 上6 輌 6 C末～7C庸

机250 B 畢2 3．8 † 2．6 上Z 輌（繍 こ紬 ）

39 柏王舶墳 狛県縮寺礪紺 継 誉or軒 欄 2基翼方齢 A 4 上2 鰯 末拒

末弟義iB

40 減 は墳 別路賎鰻翻紬 伊予円 隼23 2損餉 A l号 6．5 3．1 上9 繍

繍

6C末～7C初 追縮

B 鍔 6．4 3．4

4 1 紬繍 醜酬組璃鱗 卵 長旛？ 40 ×14 2撮列 Å離 H 頂 2．4 植栽 7C第二四用　　 TK217 切石大拓宴

l B 鵬

42 菜桝谷 愛媛県今踊 声予前方那 全長30 2基 A 酎漕 6．1 4．8 2．25綾瀬

！

6C鮮

珊瑚
i

B 前方祭

43 新酎号墳 愛鵬今離 伊予 2鵜欄 Å勘 2．26 0．79 6C前半

6C噂B　舵 3．08 上34

44 治鞘2号墳 愛舶今踊 伊予 2基抑 Å勘 2．58 0．82 6C摘

6C嘩B 串2 3．32 上2

45 離 古3欄 i変齢 踊 伊予 2基舶 A 勘 3．24 上52 6C鮮

6C粧B 粧 3．44 上72

46 軒別 摘 I腑 佃 伊予円 l 、、 、・接墓 A l号 3．52 上78纏綿

！

6C前半

B 鍔 0．94 0．5

47 衣餌3号墳 愛粧 細雨弼 伊予前方鮮 堕 乳 ．ぬ」 ．＿軍＿乳 TK4 3 湖 不明

舞 舶2号 髪粧 伊予 L 6C前半～中I汀15～TK lO

48 療齢号 愛粧北条粧舶 伊予扁厳 兢32．5 2阜 A 9．1 7 2 輌 欄着

用日B
逐‾§ア 蹄 愛粧北条紆舶 伊予椚

0頭骨

全繍舶 I2鵜抽 A 埴部 6 5 3．1 繍磯 6C鮮

7C辟B 北舶 10．2 5．5 2．2 輌

50 縮B艇鍔墳 醜射蝕禰江戸 伊予円 酎6 2巷抽

＋相室′・ノ

A A描 5．2 3 上7 鰯 7C融

B B摘 4 2．8 上2 無機

5 1 影船2号墳 愛経机触感 錮 2巷拗 A A主婚 3．2 1．8 締無 6C繍～鮮　　 TKlO

！ ‡
＋振構 針路 矧 2 0．8 竪究系那式？ Aと叫斯？

箪 柄古墳 要畔拙叫町 墜建円 欄 Z皐抑

舞 瀦轟墳 費粧削禰刑 卵 円 酎2 2基 A l号 2．64－ 上之 竪究式 欄束～棚庸

B 2号 1．2 0．5 竪穴式

参考鰭拙繍 醜紺 蛸 摘 声予円 2皐

53 芝ケ触号墳 髪継親市魔力珊 押 門 酎5 2射岬 ，Å 4．84 3．94 上85 締磯

B 2．25

54 芝輔弼堵 愛粧削市鷹ノ珊 押 円 径15 2阜
喜

輌 羽子粧

55 芝ケ峠C欄 髪粧飢市鷹建建伊予円 酎5 2阜 繍 羽子粧

参考餌妙義1号墳 愛媛媒 鯛締柵 梓予門 酎 呈 2峯 A A描 2．9 1．3 竪穴式 綿踊

B B手車 2．3 上1 警璃

56 餌鳶が怠窮境 鍼粗描拓細 鮮 門 酎3．7 2舶ぼ抑 A A描 6．3 3．2 ま。8　＿桶 7C第二酔期 鮮紅

B B描 3．5 2．3 芝 輌 6C末　　　　 TK217？

57 餌妙義粥墳 愛媛県親繍耕町鮮 関
目

酎4 3巷 A 6．8 4．1 2．2 繍 6C末～7C棚

B 2．8 上3 齢摘発差 6C末～7C庸

C l

58 眈粧 繍 愛媛賎細梱町 伊予方or研 36 xZ l Z巷 A 嗅部 8 2．8 輌 ！7C摘　　　　 T K217 巨繍

Or抑 B l
i 珊欄

59 鮮汚2号墳 醜紺予撒紳 伊予長円 20x 18 2茎 A l号 5．2 3．2 上65 繍 6C鮮　　　　 TK4 3

＋籍式摘 B 2号 6．2 4．5 1．9 輌 6C酔～末　　　 TK4 3

60 大欄3号墳 愛粧卵甑紳 鮮 那 34 x26 2基抑 A 5．1 2．85 2 輌 6C末　　　　　 T K20 9

棟宴服 ？B 1上2 3．7 上8 柚 6C太　　　　　 T K209

6 1 大下糾号箪 愛媛財予醜紳 伊予円 緩25 3基 A 5．6 2．8 2．1 輌 6C末　　　　 Cの後

感並列 B 5．3 2．6 2 繍 6C束Cの律　 C⇒A⇒Bの掛 ？

C 4．6 上98 輌 6C鮮　　　　 耕有

62 大下踊粥壇 愛媛緋欄抽 町 伊予方 10xlO 2阜

63 うしま射墳 愛継親 桝柵 伊予円 2阜 i
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64 垂佐池繍 愛姉別 軌舶町伊予前方後門 全長槌8 4蛮繍 A l号 4 2．8 1．4 I

硝竪穴

6C中一鮮誹有

l

B 2号 5 2．3

C 3号 上5 0．5

D 4号

65 欄摘紳 広島輔弼 安芸 右裾期

66 湯釜繍 広島緩摘録柳 安芸前方後方 全長25 2基 A 後方部 1．8以上 1
i

主紅損

主軋餌B 前繍 0．槻上 0．6

67 柵車雛壇 蛸県腑相 即細 楯 前方酎 全長58

（鵬 ）

2基 Å後欄 8．1 2．4 i

i
椒鶴 室紋麗離

椒服 主鰍：ほぼ班B 前方部 8 2．2
細 枢一古墳 繍前納麟牧 丹波前方酎 全長35 3基 Å後欄 13 3 i

i

i

6C鮮

B 前繍 10 2．8

C 第3 ユ．3

69 上禅48号墳 鳥繍合評上席 冶畜前方離 全綿34 2基 A 後繍 4．7 2．24 ！

i
舶画　主粧柾凱］

B 前欄

70 淫鮎墳

（車齢 弓削

摘県倉吉市漸 庸 前方椚 全綿24 露 A 舶部 歳増　 主紅離

石室蠣　 紋餌B 前欄

71 描鮎墳

（縮射

鳥粧鋸棚軸町庸 前方鮮 全繍29 2崖 Å後棚 2．2 i

i
緑掴没主縮こ頼

鵬　　 主轍庸交？B 前方部

72 石碑 56欄 虚構米子柘舶 庸 前方椚

i

全長26 3基 Å後欄 6．3 上8 i

i

i

TK43～TK209

TK43～TK209

m 43～TK209

主軋餌

主軌頭重

主緋譲受

B 前棚 4．4 上8

Cクヒ小路 3．3 1．1

73 別離明

後老齢射

鳥粧米子榊原 庸 前方鮮 全抽27 2巷 Å後棚 3 上6 i

i
TK43～T K209

B 前繍 2．3 上4

74 宗像ユ瑚 鳥鵬米子紹俊 庸 前方後門 全細37 2基 A 舶部 3．2 上95 i

iB 那部 2．3 0．9
75 薄井縮墳 島粧紅 絹繍 悟 前方鮒 璃50 2暴 Å 持 7．6 3．9 2．6 「締裾

！締裾

6C鮮　 m 1850rTK43

6C嘩～鮮

齢式鉦誹

縫合式椙硝玉 2号 8 4．3 2．3

76 八王子（船内）誹 舶県北九桐

八舶区

筑前欄 2墓跡 Å磨石室 5 上1 纏載

l輌

7C摘～鮮　　 棍飢搬

l

船渠石醐

B 西石室 2．45 0．89

77 柏鮎墳 綿県鍋鵜紳 筑前門 睦約0 2錯摘

机000

A 摘 4．55 2．9 輌 6C前後締梢築 辟粧

羽子粧B 2号 2．6 1．3

78 媛掩3号填 綿県宗鮮 筑前前方舶 全長22 2基 A 後欄 3．6 上78 i

i

主榔こ桝頼

主榔二桝粧B 前方部 1 0．6

参考綱誹 綿県抽禰区 筑前前方鮮 全長76 4基 A舶酎号 2．13 1．02纏穴榔 式

纏禍釦式

纏禍構口式

竪穴絹冒式

豊能直交

細 こ鞘

主紋所

主紋直交

B師部2号 1．71 0．6

C後欄3号 3．23 2．1

D前棚4号 2．25 0．7

79 塚望誹 抽 県朝鮮柵 鋤 前方齢 約1 2基 Å擾欄 5 2．1 齢式硝

B 前繍 3．35 1．7

80 船舶填 儲県三美郷上柳 鱈前前方那 全長50 2基 Å師部 3．0 2．0 主紋損

細 折B 前欄 2．6 2．8

参考釦繍 繍腑掴桝珊 酢 前方椚 全長77 2基　 l

i
A 舶徹 2．9 上6 竪穴繍コ式

竪穴系酌式

合掌式　　 …湘こ輔

舎等式　　 主軋輔B 椚諏 3．16 1．86

8 1 蟻寺繍 佐粧符繍北柵 舶 描円 長径20 3舶ぼ並列

i

i

A l号 4．84 3．24 1．7 輌

輌

輌

6C鮮

6C綽

6C鮮

B 2号 4．8 2．1 上64

C 3号 3．6 1．9 上26

82 安舶離脱

納繍

三重県名齢 傭 嗣椚 全長50 2基　 iÅ前方部 9．6 4．6 1．7 輌

輌

6C硝

B 後醐 1 4．75 2．05
参考翔 17号繍 三重県安雄 伊勢 2鎚列 竪禍酌式石室 6C鵜

83 野縮墳 躯県大里批紳 武義 前方狛 42（輌 ） 2基 A 後棚 4．8 3．1 2．1 右欄

輌

凝縮栃　 主軸に損

縮紺石　 室縦鞘B 前棚 3．8 3．2 2．0
84 竜舶雄古墳 干粧摘離町 欄 方 80x80 2基拗 Å西石室 7C前葉～纏

B 素描

85 八軋46号墳

（欄社用 ）

舶県′Ⅶ柿 批 前方那 全長2 1 3基 A 師部 4．2 上5 6C硝

L拙B 前棚 4．8 1．6

C‾前方部 3．15 上1

86 野涼2欄 滋賢県 近江 2基 A 酎 1．9 1

B 畢2 2．2 上2

87 岩齢墳

（撞欄繍 ）

甜相生都竜珊 近江前方鮮 全長40 2巷 Å舶部

去紋頼B 前繍 5．4 2．5

88 澤娠姑墳 離県大師尉 近江．鵜舶 全納5 2基 A 舶部 6．6 2．15 豊能損

主緋こほ鵡交B 前方茄 2．9 上6

89 畑兵納1繍 鵜 飼机 発議方 29．5x29．5 3皐

内2踊

Å主賓 15．5 7．5 2．1 6C末 般舶 ‾

8 再副宴 7．4 2．9 1．1

C 車副書 1．7 0．8 1

90 ふな舶墳 軽挙路那市 発滅齢後門 45（雛の 2甚　 l

i

Å後醐

寿拾式拙石棺主紋 頼B 前方部

9 1 大豊絹針65号墳長野県錘市 甜 円or方 攫8 2拗 ？ l

i

A 1．9 0．6 郎塚合掌形

B 1．9 0．6
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92 部睾紬遺跡

A区1号墳

詳馬県酎＝市 上野 2基直角？ A

B

参考浄土山古墳

（芝舶 1号墳）

隅県佐榔王柵 上野前方後門 48．5 2基？ A酎次墳丘

納 主郁こ直交班2枚雛 8．33 2．44

93 総社二子山誹

（総社机 1号墳）

隅県前離脱町 上野前方後門 89．8 2基 A 前用 9．4 6．8 3．4 輌

輌

自然石乱石船

削り石鯛績B 後醐 8．7 4．4 2．2

94 ニッ室舶墳 齢 県鵬据津城 下野前方後門 46．5（棍 ） 2基 A 後門部 7．13 1．62 無袖

納

主線にほぼ直交

主紋ほぼ直交B 前繍 4．8 1．42

95 十善ノ点描 福井県遠敷郡上細 若狭前方後門 全長67 2基 A 後棚 4．2 2

左欄

5C末～6C前葉 羽子粧　 主軸に感受

主紋離B 前棚 1．6 1．45

96 法上寺南謝3号墳 緋県綿布 超前円 2基 鯛

97 紅絹謳4号墳 福井蟻井市 藤前門 2基 梱

98 願穴誹 甜県鹿島鉦登帥 栂 方 25 x25 2基並列 A 慮穴 9．2 2．2 3．25 舶 7C硝　 T K2170rTK46 T字形

乱舞B 鰹穴 8．1 1．7 2．7

※1・本表は一つの墳丘に2基以上の横穴式石室を持つ古墳を掲載した。（横穴1＋竪穴式、箱式石棺等の事例は対象外とした。）
※2・空欄については、未調査、破壊、盗掘等により不明な事例や資料収集不足により掲載できない事例の両者が含まれている。。
※3・数値の単位はmである。
※4・収集した資料の中には横穴式石室であると判断しがたいものも含まれているが、報告番に横穴式とあるものは掲載している。
※5・石室配置の欄では、並列、ほぼ並列、直角以外のものを巽方向とした。なお、配置状況が不明なものについては石室数のみ記した。
※6・玄室幅の欄では、原則的に玄室輿望幅を記したが、数値が不破かなものについては玄室最大幅を記した。
※7・竪穴系横口式石室は〔参考〕とした。また、舞谷2号は一基であるが〔参考〕として掲載した。

その他参考となる事例についても〔参考〕として掲載した。
※8・前方後円墳の石室名欄にはおもに石室の位置を記した。

※9・情報が新聞報道等のみで、詳細なものが不明なものについても、可能性が考えられる事例はできるだけ掲載した。
※10・いわゆる双円墳等については、今回対象外にした。
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6．写真

15．第1石室遺物出土状況（その3）
16．第1石室遺物出土状況（その4）

17．第1石室遺物出土状況（その5）

18．第1石室遺物出土状況（その6）
19．第2石室第2床面

20．第2石室第1床面

21．第2石室第2床面

22．第2石室第1床面

41．出土遣物（3）紡錘中　耳環　鉄錬（第1石室）

42．出土遺物（4）耳環　管玉　ガラス玉　算盤玉（第1石室）

ガラス玉（第2石室）
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1．三豊平野全景（l印は母神山）－雲辺寺山頂より

2．上母神8号古墳周辺一航空写真
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3．発掘調査前の状況

4．上母神8号古墳全景一南東側より
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5．上母神8号古墳全景一北東側より

6．第1石室・第2石室の状況一北東側より（手前か第2石室）
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7．第1石室第2床面一北西側より

8．第1石室第1床面一北西側より
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9．第1石室第2床面

10．第1石室第1床面
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11．第1石室羨道付近

12．第1石室玄室袖部
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13．第1石室遺物出土状況（その1）

14．第1石室遺物出土状況（その2）

15．第1石室遺物出土状況（その3）
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16．第1石室遺物出土状況（その4）

17．第1石室遺物出土状況（その5）

18．第1石室遺物出土状況（その6）



19．第2石室第2床面

20．第2石室第1床面
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21．第2石室第2床面

22．第2石室第1床面
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23．第2石室遺物出土状況（その1）

24．第2石室遺物出土状況（その2）
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25．Nトレンチ

26．Wトレンチ

27．Sトレンチ
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28．SEトレンチ

29．Eトレンチ

30．Sトレンチ

第1石室側壁外側の状況
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31．Eドレンチ

第1石室奥壁外側の状況

32．Eトレンチ

第1石室奥壁外側の状況

33．第1石室羨道側壁と土層の状況
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34．第1石室・第2石室間の土層

（手前第1石室側）

35．第1石室・第2石室間の土層

（第1石室側）

36．第1石室・第2石室間の土層

（第2石室側）


